
大雪　 教訓になりました。 前夜から降り放いた雪は、2月ユ7日午前ユ¢時には

集会所横で29cmに、午後の最高時には3 5cm位の積雪となサました．

執行酢こは初めての経験、除管掌を頼むべきか、除雪動員すべきか、馳員呼びかけの方

法は、作業内容は、人員配置はどうするかなど迷いました。除管革依頼基準は徒軋積嘗

50cmとのことであり、年後には雪も峠を超えたようなので種子を見ることにしました。

幸いその後大きな降雪は無く、今回は書なきを得ました。

しかし、あらためて、大雪その他の非常時の対応組織、町内への連絡方法などの確立の

必要性を痛感しました。鳥取市も自主防災体制の確立を呼びかけています噌今後、このこ

とに取組まなければならないと考えていますので皆様のご協力をお願いします。

（執行部前田）

子ども会　除雪作業有難うございました。

子どもの安全のため通学歩道の除雪依鞍が小学校よりあり、2月17日牛後7時から、

約30名の保護者の方が雪かきに従事してくださいました。
腰が轟くて請いにもかかわらず一生懸命された方、毎年固くなって滑るので危ないと判

断し、精力的に圧号を割ってくださった方、少しでも役に立てばと夫婦で参加くださった

方、夜にもかかわらず女性一人で参加してくださった方、皆さんのお陰できれいに通学路
の除雪を行うことが出来ました。大変感謝しています。

また、一斉除雪の前に、アスカ美容室から大代までの一本道を一人で2時間近くもかか
りながら雪かきをしてくださった奥田子ども全会長のだんなさん、見えないところで頑張

っておられました。本当に頚が下がりました。

みなさんの子ども達を大切に思う気持ちが通じたのか、その復大きな雪もなく子ども連も

安全に通学することが出来ました。ありがとうございました．今回都合で協力できなかっ
た方も次回は協力お願いします。（子ども食　滞村）

春を待つ歌（寄稿作品　詠み人知らず）

舞う雪に見え煉れする春の顔　恥かしがちず　早く棄てくれ

春を待つ　皆が見つめる　白い噂　早く融かせよ　寒さこらえず

面影1丁目の皆様こんにちはノ町内会だよりは隔月発行の予定ですが、

年度初めでお知らせすることがありますので運月で発行しました．

艶次還
次の2件を募集していますので応募してください。

町内選出の公民館運営委員の誌際は年　が3月未で満了します。次期運営委員を選出しなけ

ればなりませんので白露、地盤いずれでも結構ですので応募してくださいそ

業務は面影地区公民館の運営についての意見陳述、業務協力などです。

連絡先：総務部担当　谷口副会長（TEL＆FAⅩ

となサ組福祉員

rとなり組福祉員」持現在、本町内に2名委嘱されて

いますが、これを各地区（プロブタ）に1名針8名配置
したいと考えています．
っいては、兼転置の（ユ・2着）、く4・5・6敢）、（1

1・12・13・15・16郵および（19・20班）
の4地区に新たに配置したいので自薦、他掛、ずれでも

結構ですので3月之か曇でに繋長を通して応募してく

ださい。
となり範福祉魚の業凝内名等治者表のとおりです

子ども会報告

2月17日に一‘お楽しみ会肝が集

会所で開かれました，子ども40人

ぐらいと大人10人が参加して楽し

く　r巻き寿司jを作りました。

お寿司作りは初めてのチどもも多

くいて、お姉ちゃん、お兄ちゃんに

マヨネーズの出し方を聞いたり、

ごはんを均等にすることが難しく
し　く：は′さ　く　　　　　　　も■キせん

四苦八苦しながら挑戦しました。

外は大習。お寿司を食べた後は、

豆まきをしたり、山か琶くら刑や

血雪だるま河を作ったロ、琶食戦

をしたり、そりで遊んだ坪、みん

「盲料手議窓〕
「‾‾　－‾

l i

t　市社会福祉協諷会長　弓

任期　　　　2年（再任有）
なし　　　　∈

活動範滞 也当地区内

業務内容 湛祉間魔の早期発見

民生委員・地区社協琴への

連絡

住民に対する凝祉施策の

普及啓発

地域の福祉活動に協力

本町内のi明星詞朗

なで楽しい一時を過し奮したや郎ミ集まって遊ぶことは、とても楽しいよdまた、お父さん、

ぉ母さん、おじいちゃん、お吋あちゃんを誘って、集まろうれ
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区分 ・内訳
本年 度

予算 額

前 年度

・予算 額

更正

額

更正 後

の額
臆　　　 考

防 災交通 雛

l 妨 災対策 瀞 60 120 0 60 消火誤的 所更新

＝防災練習 0 10 ln 防災演習2掛

計　　　　　 60　 120　 10　　　 70

社会福祉 部

明 朗金 180 ㍍拍 0 摘0 馬蹄封筒動の助成

子 ども舎 180 180 0 1帥 子ども会活動の助噂

抽 入活動 80 10 0 一朝， 1） 助成の見臆 し

身職 者賄 1勤 90 錮 ㍊1蓼 7 Ll 額の見直し

独 居若 人活儒＿ 亜 朝 0 40 鑓認以＿kのカ女

が ランチィア活動 5 0 50 拍 4．0 グルーヴ救　 5　－ 1

計 鎚f） 6‘10 一一】拍 5 10

負担金 ・裔西金
地 区 自治 会 540 54 0 0 54 0

日赤 欝鹿 150 150 0 15 0

社 会福祉 協 150 15 0 0 15（J

保雄 司会 6 6 0 6 〉

瀬 同厳命 168 沌8 0 lt消 I

書馨邑神君二 3 3 0 3 l

そ の他 58 58 …1日 4（〉 牲臨協賛金→0

青十 L O7 5 1、07 5 －18 1．05 7
． 会所 管理

設臆 螢 5 0 5 0 0 50 コピー用 トナー尊

日常登 数 5 0 5 0 0 50 射通、ガス、魔風

計 l（）0 10 0 け 10 0

予　 備　 智 2 8 10 24 52

特 別会 計へ H粕 ln O （） 10く）

合　　　 計 3，22 8 3．39 8 50 3，27 8

★付帯決隷事項
予算の目的を逸脱しない限りにおいて予算更正を会長に一任する。

編 策蝮鑓

琶犠 ・カ ッ トをさ幾 らます。
g b g b お寄せ下寺机。

平成20年2月7日作成
20年度一般会計予算二：更正後

1 収入 の無　　　　　　　　　　　　　　　　 断立；千円

区分 ・内訳
本年度

予算額

前年 度

予算額

更 正

額

更正 後

の領
備　　　 考

会　　 費 2．997 2一開 音 り 2 ．9 97
隕成金

1＿サ＿堪 勒成金 1沌 116 l） 116 鳥取準　用 松雄）
．＿．1幣別間戒 象 0 50 50 50 鳥取ポ　　 イノヱシ　 晩成
欒種食 115 2 45 115
準収入 0 0 0 割啓等

曾計 3．228 3－3 99 50 3 ▲278

ll 区分 ．内訳

l

本年度
予算額

前年度
予算額

更正
額

更正後

の額
鱒　　　 考

く じ引 き 鼠 晶

交 際 費

全 会 員 対 象

1両▲′・－だ よ り　 にI熟

　務　 蔀

l

l
l

l

l

トン ド無 り 40 4．0 lj 40
納涼嶺 260 2 80 †） 260
会長渉外 30 50 0 30
活動保線 60 60 0 60
役員活動 30 30 t） 30
広報活動 100 120 ～■30 70
慶弔響 80 80 0 80
会議費 30 50 0 30
斑活動瀞 0 175 17 5
事務 費 3 5 33 0 3 5

計 66 5 743 145 8 10

杏典（町内会名として）
給 金 、 定 期 役 換 金

掛 咲 巣 食 経 費

半 ＝拷用 軋 資料 印 拶】

環境 衛 生 縮
暮環境 整 備 40 80 〔） 40 衝けr妓欄、コ‘ミステ・す け
ト光 熱 曹 270 260 0 270 街灯電気代

計 310 34 0 ！） 3 10
体 育 部
l 運 動 会 70 70 り 7 0 地区大運動会
l 地 区 体 育 祭 200 20 0 0 20 0 8 絶技権 田

計 270 2 70 0 27 0


